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―現実味を帯びる

宇宙エレベーターへの挑戦―

次の階は「宇宙」に
なります!
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赤道直下にある青い空と白い砂浜に囲まれた小さな島で
は、天に向かって一筋のケーブルが伸びている。完全に
自給自足を実現したインフラフリーの島から宇宙エレ
ベーターに乗り込む。
「本日は宇宙エレベーターのご利用ありがとうございます。
次の停車階は高度3万6,000 kmにあります宇宙ステー
ションになります。本日の運行時間は……」
こんな案内が流れるエレベーターに、将来、誰もが乗れる
ようになるのかもしれない。

03-09 特集●交通と都市の未来形
 ̶現実味を帯びる宇宙エレベーターへの挑戦̶

 次の階は「宇宙」に
 なります !
10-13 連載●リニューアル探検隊が行く！

 篠島観光ホテル大角
14-15 連載●安全・安心を科学する

 安全に海外旅行をするための
 情報収集
 海外旅行のための安全・安心

  16 交通の快楽

 環境と自動車の未来

vol .19  2009

vol.19 2009
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

地球環境に配慮した大豆油インキ
を使用しています

古紙20％＋植林木・ECFパルプ80％
の再生紙を使用しています

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE  DES I GN』
Vol.19に対するご感想をお聞かせください。抽選で10名
さまに「特選品」をお送りします。今号の特選品は、
家庭用プラネタリウム「ホームスターPURE」です。
自宅の天井に満天の星空を再現します。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2009年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】
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ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
昔
か
ら
あ
る「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」が

今
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

ア
ニ
リ
ー
ル
・
セ
ル
カ
ン
氏
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
、

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
原
理
、
そ
の
技
術
的
な
課
題
、

そ
し
て
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
実
現
し
た
ら

宇
宙
開
発
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
探
る
。

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

―
現
実
味
を
帯
び
る

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
挑
戦
―

次
の
階
は「
宇
宙
」に

な
り
ま
す
!

表
紙
・
扉
制
作
：
引
地
渉　

撮
影
：
市
川
法
子
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童
話
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
』や
ク
ラ
ー
ク
の『
楽
園
の
泉
』な
ど
、

天
空
の
住
居
と
地
上
を
結
ぶ
経
路
の
モ
チ
ー
フ
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
新
素
材
の
開
発
な
ど
技
術
面
で
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
も
あ
り
、

実
現
の
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
の
ア
イ
デ
ア
の
誕
生
、
そ
の
変
遷
、

そ
し
て
原
理
と
技
術
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

宇
宙
と
地
上
を
結
ぶ

固
定
イ
ン
フ
ラ

簡
単
で
安
全
な

人
や
物
資
の
輸
送
施
設

　

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
あ
る
い
は

軌
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）は
、20
世
紀
の

半
ば
に
技
術
的
可
能
性
が
検
討
さ

れ
、
1
9
7
9
年
に
発
表
さ
れ
た

ア
ー
サ
ー
・
C
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ

る
S
F
小
説
『
楽
園
の
泉
』
に
よ

り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
原
理
は

非
常
に
シ
ン
プ
ル
だ
。
高
度
約
3

万
6
0
0
0
km
の
静
止
軌
道
を
飛

ぶ
人
工
衛
星
か
ら
、
地
表
に
向
け

て
ケ
ー
ブ
ル
を
垂
ら
し
て
い
く
。

こ
れ
だ
け
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
し
ま
う
の
で
、
反
対
方
向
に
も

同
じ
重
さ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
延
ば
し

て
い
く
。

　

こ
う
し
て
延
ば
さ
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
は
、
や
が
て
地
表
に
到
達
す
る
。

静
止
軌
道
を
飛
ん
で
い
る
の
だ
か

ら
、
ケ
ー
ブ
ル
は
同
じ
場
所
で
天

空
ま
で
ど
こ
ま
で
も
延
び
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
れ

ば
、
現
在
の
ロ
ケ
ッ
ト
よ
り
も
は

る
か
に
簡
単
で
安
全
に
宇
宙
空
間

へ
人
や
物
資
を
輸
送
す
る
イ
ン
フ

ラ
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

解
決
不
可
能
な
課
題
は

見
つ
か
っ
て
い
な
い

　

も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
的
課

宇宙エレベーター（上）と地上基地（下）のイメージCG
提供：NASA（上）／Space Elevator Visualization Group（下）
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「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ア
ニ
メ
や
S
F
小
説

な
ど
の
影
響
か
ら
、
日
本
で
は
「
軌
道
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
」
と
い
う
呼
び
名
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
で

は
ず
い
ぶ
ん
人
気
を
集
め
る
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、

実
現
で
き
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
「
居
酒
屋
の
ネ
タ
」

程
度
の
話
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
実
現
可
能
な
技
術
と
し
て
盛
り
上
が

っ
て
い
る
ら
し
い
ぞ
と
気
づ
い
て
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
話
を
ま
じ
め
に
話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
2
0
0
8
年
の
春
に
協
会

を
設
立
し
ま
し
た
」（
大
野
会
長
）

　

現
在
、
2
3
0
名
ほ
ど
の
会
員
が
い
る
が
、
3
分

の
1
が
大
野
会
長
を
含
め
て
宇
宙
フ
リ
ー
ク
の
人
間
、

3
分
の
1
は
航
空
宇
宙
関
係
を
含
め
た
産
業
界
で
働

い
て
い
る
人
々
、
そ
し
て
残
り
3
分
の
1
が
青
木
教

授
の
よ
う
な
専
門
分
野
の
大
学
の
教
員
や
学
生
。
現

在
10
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
加
入
し
て
い
る
。

　
「
活
動
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
ニ

メ
や
S
F
小
説
な
ど
で
の
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扱

わ
れ
方
を
考
え
る
人
た
ち
、
そ
れ
か
ら
青
木
先
生
の

よ
う
に
実
際
に
開
発
を
行
う
技
術
協
議
会
の
人
た
ち
、

そ
れ
か
ら
建
設
に
必
要
な
国
連
宇
宙
条
約
な
ど
の
法

務
を
扱
う
人
た
ち
も
い
ま
す
。
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

実
現
で
き
る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ
と
が
協
会

内
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
で
、
そ
れ
を
志
向
す
る
人
た
ち

が
集
ま
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
大
野
会
長
）

　

青
木
教
授
も
協
会
発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

専
門
は
複
合
材
料
構
造
の
研
究
で
、
新
機
能
高
強
度

繊
維
を
使
っ
た
衝
撃
吸
収
素
材
の
開
発
に
取
り
組
む

一
方
、
09
年
5
月
に
は
、
高
度
1
5
0
m
の
宇
宙
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
モ
デ
ル
実
証
実
験
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
先
の
人
間
社
会
の

移
動
手
段
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

実
現
に
は
、
現
在
の
ペ
ー
ス
で
は
お
そ
ら
く
50
年
、

1
0
0
年
の
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ

か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
出
て
く

る
で
し
ょ
う
。
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
少
し
で
も
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
実
現
が

早
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
青
木
教
授
）

c
o

l
u

m
n

日
本
で
は
お
な
じ
み
だ
っ
た
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

2
0
0
8
年
に
発
足
し
た「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
会
」（
J
S
E
A
）。
協
会
設
立
に
も
携
っ
た
現
会
長

の
大
野
修
一
氏
と
、
副
会
長
の
青
木
義
男
日
本
大
学
教
授
に
、
誕
生
の
経
緯
か
ら
現
在
の
活
動
ま
で

を
伺
っ
た
。

題
が
存
在
す
る
。
そ
の
最
大
の
も

の
が
、
ケ
ー
ブ
ル
の
強
度
の
問
題

だ
っ
た
。
静
止
軌
道
ま
で
延
び
る

ケ
ー
ブ
ル
に
必
要
な
強
度
を
持
つ

素
材
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
。

　

1
9
9
1
年
に
飯
島
澄
男
氏
（
名

城
大
学
教
授
）
が
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
を
発
見
し
て
、
宇
宙
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
が
ぜ
ん
現
実
味
を
帯

び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
必
要
な
強

度
の
ケ
ー
ブ
ル
を
作
れ
る
可
能
性

が
出
て
き
た
の
だ
。
2
0
0
4
年

に
は
よ
り
高
性
能
な
グ
ラ
フ
ェ
ン
シ

ー
ト
と
呼
ば
れ
る
新
素
材
も
登
場

し
て
い
る
。

　

1
9
9
9
年
に
は
N
A
S
A
が

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
技
術
を
多
角

的
に
検
証
し
、「
驚
く
ほ
ど
複
雑
な

構
想
だ
が
、
解
決
不
可
能
な
課
題

は
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
レ
ポ

ー
ト
を
発
表
し
、
各
国
で
実
現
に

向
け
た
研
究
や
普
及
活
動
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
造
費
は

1
0
0
億
ド
ル
、
建
設
は
20
年
弱

で
可
能
と
す
る
レ
ポ
ー
ト
も
登
場
。

ア
メ
リ
カ
で
は
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
建
造
を
目
的
と
す
る
企
業
も
誕

生
し
て
い
る
と
い
う
。

今
世
紀
後
半
に
具
体
化
か

宇
宙
旅
行
が
日
常
化
へ

　

現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
宇
宙
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
実
現
イ
メ
ー
ジ
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

ケ
ー
ブ
ル
の
全
長
は
、
5
〜
10

万
km
。
こ
れ
は
地
球
の
直
径
の
4

〜
8
倍
の
長
さ
に
相
当
す
る
。地
上

基
地
は
赤
道
上
に
設
置
さ
れ
、
高

さ
4
0
0
km
の
地
点
に
低
軌
道
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
静
止
軌
道
上
に
静

止
軌
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に

高
軌
道
上
に
宇
宙
船
の
発
着
用
の

高
軌
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
。

　

低
軌
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
数

時
間
も
あ
れ
ば
昇
れ
る
の
で
、
展

望
台
な
ど
も
設
置
し
て
、
一
般
向

け
に
日
帰
り
宇
宙
旅
行
用
に
も
利

用
さ
れ
る
。静
止
軌
道
上
は
無
重
力

状
態
に
な
る
の
で
、
大
型
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、
施
設
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
設
備
や

大
型
宇
宙
船
の
建
設
基
地
と
し
て

利
用
さ
れ
る
。
高
軌
道
上
に
は
、

月
や
火
星
、
木
星
な
ど
へ
向
か
う

探
査
機
や
宇
宙
船
の
発
着
用
の
基

地
が
建
設
さ
れ
る
。

　

壮
大
な
計
画
だ
が
、
今
世
紀
半

ば
以
降
、
宇
宙
旅
行
、
宇
宙
開
発

が
日
常
化
す
る
時
代
に
最
適
の
宇

宙
施
設
と
し
て
、
今
も
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

▲宇宙エレベーターの基本的な構造とその原理
高度 3万6,000kmに設置した人工衛星から、下は赤道直下に
設置された地上基地、上は高度 5～10万 kmに設置されたバラ
ンス調整用のおもりへ向けてケーブルを延ばす。このケーブル
に昇降機を取り付けてエレベーターとする。
提供 :宇宙エレベーター協会

▲宇宙エレベーター
　モデル実証実験の様子
上空 200mに浮かべた
ヘリウムバルーンでポリ
エステルベルトを高さ
150mまで吊り上げ、ク
ライマー（昇降装置）を上昇
させている。

ケーブルを
下に延ばす

やがて地球に
到達

静 止 衛 星

ケーブルを
上に延ばす

（静止軌道上を
1日1周する）

カウンター質量
（おもり）

静止軌道ステーション

宇 宙 エ レ ベ ー タ ー

海上（または地上）ステーション

静 止 軌 道
（高度3万6000Km）

全長5～10万km

高軌道ステーション

低軌道ステーション
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雨水貯水槽とソーラーパネル
Rainwater storage & Solar Panels

エコ・ツーリズム用入口
Entrance for Eco Tourist

回転式油圧エレベーター
Rotatable hydraulic Elevator

コンテナドック
Container Dock

運搬船
Ship

5

3 2

4
F C

E

W

機械室
Machine Room

6

1

地
上
に
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

作
る

　

近
い
将
来
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
実
用
化
す
る
と
、
宇
宙
開

発
や
宇
宙
旅
行
が
非
常
に
身
近
な

も
の
に
な
り
、
老
若
男
女
、
た
く

さ
ん
の
人
び
と
が
気
軽
に
宇
宙
に

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

こ
で
は
、
人
間
に
と
っ
て
過
酷
な

宇
宙
空
間
を
快
適
な
居
住
環
境
に

変
え
る
技
術
が
次
の
課
題
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

N
A
S
A
で
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
ア
ニ
リ
ー
ル
・
セ
ル
カ
ン

氏
は
、
現
在
、
イ
ン
フ
ラ
フ
リ
ー

建
物
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
フ
リ
ー
と
は
、
外
部

の
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
せ
ず
に
、
建

▲通夜島フードタワーの構造図

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
存
在
す
る
時
代
で
は
、

宇
宙
に
居
住
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が
現
在
よ
り
は
る
か
に
低
く
な
る
。

宇
宙
に
人
を
居
住
さ
せ
、往
き
来
す
る
た
め
の
技
術
は
、

現
在
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
。

ア
ニ
リ
ー
ル
・
セ
ル
カ
ン
氏
の
研
究
を
例
に
、

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
も
た
ら
す
技
術
を
紹
介
す
る
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
も
た
ら
す
も
の

1. 雑排水

2. 濾過システム

3. 好気性微生物による汚物・固形物分離

4. 処理済水

5. 栽培床ユニット

6. 食料作物

C. コンテナ

E. エコ・ツーリズム

F. 有機廃棄物（肥料）

W. 紙・プラスチック廃棄物

コンテナ・ドッグ

コンテナ

PS

通夜島フードタワー・建物外観

▲

上面図
中央のエレベーターシャフトでコンテナを回転
させられるため、コンテナを自在に移動できる。
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物
だ
け
で
自
立
自
存
が
可
能
な
環

境
を
指
し
て
い
る
。
そ
う
、
イ
ン

フ
ラ
フ
リ
ー
建
物
と
は
、
空
気
も

水
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
す
べ
て
自
前

で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
だ
。

　

住
居
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
と
い
わ

れ
る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
全
く

整
っ
て
い
な
い
環
境
に
住
む
人
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
住
居
環
境

が
提
案
で
き
る
か
、
と
い
う
の
が

研
究
の
テ
ー
マ
。
要
す
る
に
地
上

に
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し

よ
う
と
い
う
の
だ
。
当
然
、
最
先

端
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境

構
築
技
術
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
「
先
日
、
宇
宙
飛
行
士
の
若
田

光
一
氏
が
尿
を
飲
料
水
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
様
子
が
、
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
世
界
中
に
中
継

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
技
術
を

地
上
で
、
も
う
少
し
簡
単
な
装
置

で
実
現
で
き
た
ら
、
水
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
困
っ
て
い
る
人
び
と
の
役

に
立
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
生
ま
れ
た
コ
ン
セ

プ
ト
で
す
」

　

突
拍
子
も
な
い
発
想
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
地
震
な

ど
大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
の

仮
設
住
宅
や
、
無
人
島
で
の
建
物

と
い
っ
た
も
の
を
考
え
る
と
、
特

に
震
災
の
多
い
日
本
で
は
、
意
外

に
身
近
な
テ
ー
マ
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
フ
リ
ー
技
術
を

過
疎
化
す
る
町
の
観
光
資
源
に

　

現
在
、
ア
ニ
リ
ー
ル
氏
の
グ

ル
ー
プ
で
は
、
紀
伊
半
島
の
先
端

に
近
い
場
所
に
位
置
す
る
無
人
島

の
通
夜
島
（
和
歌
山
県
串
本
町
）
で
、

廃
棄
物
処
理
も
含
め
た
イ
ン
フ
ラ

フ
リ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
建
造
物
を

建
築
し
、
実
用
化
に
向
け
て
実
証

実
験
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
通
夜
島
フ
ー
ド
タ
ワ
ー
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
は
、
ア
ニ
リ
ー

ル
氏
が
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
大
学
の
学
生
に
出
し
た
課
題
に

対
す
る
提
案
が
、
ア
イ
デ
ア
の
中

核
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
高
齢
化
社
会
で
町
に
産
業
が

な
く
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
過
疎

化
が
進
ん
で
し
ま
う
と
い
う
問
題

を
建
築
的
に
見
た
時
に
何
が
で
き

る
か
、
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
す
。

実
際
に
存
在
す
る
無
人
島
を
使
っ

て
、
そ
こ
に
ど
ん
な
建
築
物
を

作
っ
た
ら
観
光
客
が
増
え
て
、
町

に
役
立
つ
か
と
い
う
課
題
を
与
え

た
の
で
す
」

　

そ
れ
に
対
し
て
３
つ
の
提
案
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
の
1
つ
が
、
イ

ン
フ
ラ
フ
リ
ー
建
物
の
ア
イ
デ
ア

だ
っ
た
。

夢
の
あ
る
技
術
転
用

　

無
人
島
に
は
下
水
管
も
通
っ
て

い
な
い
し
、
新
し
く
作
る
こ
と
は

金
銭
的
に
難
し
い
。
と
い
っ
て
排

水
を
す
べ
て
タ
ン
ク
に
貯
め
て
い

る
状
態
で
は
、
衛
生
的
に
も
よ
く

な
い
。

　

ア
ニ
リ
ー
ル
氏
の
提
案
で
は
、

そ
の
排
水
を
輸
送
用
に
使
わ
れ
る

定
型
の
コ
ン
テ
ナ
に
集
め
、
中
心

と
な
る
タ
ワ
ー
に
プ
ラ
グ
イ
ン
方

式
で
取
り
付
け
る
。
コ
ン
テ
ナ
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
方
式
で
上
下
す
る
。

　

下
水
処
理
用
の
コ
ン
テ
ナ
内
は

す
べ
て
砂
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

砂
に
排
水
を
通
す
こ
と
で
浄
化
す

る
。
非
常
に
ロ
ー
テ
ク
だ
が
、
砂

を
通
し
て
浄
化
し
た
水
を
下
の
コ

ン
テ
ナ
で
受
け
止
め
、
そ
の
水
を

植
物
栽
培
の
た
め
に
使
う
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
固
形
廃
棄
物

を
燃
焼
さ
せ
た
熱
源
を
電
気
に
変

換
。
食
料
は
コ
ン
テ
ナ
栽
培
で
必

要
な
分
を
生
産
す
る
。
雑
排
水
で

処
理
で
き
な
い
分
は
、
あ
る
程
度

溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
テ
ナ

ご
と
本
土
へ
移
送
す
る
。

　
「
こ
の
コ
ン
テ
ナ
自
体
を
取
り

替
え
れ
ば
観
光
資
源
と
し
て
、
ホ

テ
ル
に
も
な
る
し
、
研
究
室
と
し

て
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
こ
れ
ら
は
固
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
運
搬
が
可
能
で
、
必

要
な
い
と
思
え
ば
外
し
た
り
、
新

し
い
コ
ン
テ
ナ
を
入
れ
る
こ
と
も

可
能
で
す
」

　

今
ま
で
は
建
物
の
中
に
あ
っ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
も
の
が
、
1

つ
の
建
造
物
の
基
礎
と
な
り
、
コ

ン
テ
ナ
ご
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
移

動
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
興
味

深
い
。
回
転
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

植
物
を
育
成
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ

を
常
に
陽
の
射
す
面
に
向
け
る
と

い
う
こ
と
も
で
き
る
し
、観
光
客
用

に
、
景
観
が
時
々
刻
々
と
変
化
す

る
客
室
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
だ
。

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
フ

ラ
フ
リ
ー
技
術
や
発
想
が
過
疎
化

し
た
町
の
新
し
い
観
光
資
源
に
適

用
さ
れ
る

│
何
と
も
夢
の
あ
る

通夜島フードタワーの概要

▲

雑排水を浄化し、浄化した水で作物を育成する。

島内から運び込まれた雑排水が入ったコンテナ（１）はエレベー
ターで上部に運ばれ、まずは汚物・固形物を沈殿させ、分離する。

分離された汚物・固形物は別のコンテナ（３）に貯蔵され、エレ
ベーターで建物外に運び出される。

汚物・固形物を分離させた排水はろ過システムを搭載したコン
テナ（２）に通され、（２）のコンテナの下に設置された処理済水を
蓄積するコンテナ（４）に貯められる。

処理された水は栽培床ユニット（５）で作物の栽培に使われる。

なお、装置の動力源は島内から出される紙やプラスチック廃
棄物（W）をもとにした電力を想定し、廃棄物のうち有機廃棄物
（F）は栽培床ユニットの付加肥料として使われる。

技
術
転
用
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

通夜島フードタワーの概要

　エレベーターが上昇するための位置エネルギーや運動エネルギーをどのよ
うに得て、そのエネルギーをどのように消費しているのか。また、海面から静
止軌道までの間に何があるのか、すぐに説明できる人は意外に少ないのではな
いだろうか。
　宇宙エレベーターは、これらの地球を取り巻く環境と、摩擦やトルクといっ
た基礎的な物理要素を網羅している。これらの内容を、プラスチック製の
組立がん具であるレゴブロックを使って楽しく考えることができるのが、
現在テスト販売中の「レゴ　宇宙エレベーター実験キット」だ。
　このキットには大型モーターや赤外線リモコン、長さ5mのベ
ルトなどの実験に必要な機材がセットになっており、すぐ
に宇宙エレベータークライマー（昇降機）の製作と実

験を行うことができる。

宇 宙 エ レ ベ ー タ ー で
　 し く 物 理 を 学 ぶ

c o l u m n

LEGO and the LEGO logo are trademarks of
 the LEGO Group.

©2009 The LEGO Group.
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な
ぜ
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
？

ア
ニ
リ
ー
ル　

僕
が
は
じ
め
て
宇

宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
存
在
を
知
っ

た
の
は
11
歳
の
夏
休
み
に
、
ア
ー

サ
ー
・
C
・
ク
ラ
ー
ク
の
著
書
『
楽

園
の
泉
』
を
読
ん
だ
時
で
し
た
。

そ
の
後
、
縁
が
あ
っ
て
N
A
S
A

で
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
最
先
端

技
術
チ
ー
ム
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、
宇

宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
実
現
に
向
け

て
3
年
間
研
究
し
ま
し
た
。
実
現

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
技
術
が
必

要
か
、
そ
の
技
術
は
現
在
の
僕
ら

に
役
に
立
つ
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
最
終
的

に
4
0
0
0
km
ま
で
の
高
さ
の
建

物
は
一
応
可
能
と
い
う
結
果
を
出

し
て
い
ま
す
。

原
田　

私
た
ち
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会

社
と
し
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

屋
内
に
設
置
す
る
も
の
と
い
う
固

定
概
念
が
あ
る
ん
で
す
。
つ
ま
り

ビ
ル
の
中
の
交
通
機
関
と
し
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
捉
え
て
い
ま
す
。

建
物
を
通
り
越
し
て
宇
宙
に
ま
で

昇
っ
て
い
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い

う
発
想
は
、
私
の
中
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

当
社
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
未

来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
地
域
間
や
大
陸
間
な
ど
、
広

い
空
間
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
時
に
「
そ
う
か
、
未
来

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
垂
直
方
向
だ

け
で
な
く
、
水
平
方
向
へ
も
大
き

く
広
げ
て
考
え
ら
れ
る
の
だ
な
」

と
、
思
考
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

人
び
と
に
夢
を
与
え
る
研
究

ア
ニ
リ
ー
ル　

現
在
、
世
界
中

で
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
僕
自
身
の
中
で

は
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
研
究

か
ら
先
に
進
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

人
々
に
夢
を
与
え
る
研
究
が
で

き
た
の
は
す
ご
く
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

原
田　

私
た
ち
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
技

術
者
の
目
の
前
に
あ
る
夢
と
い
う

こ
と
で
は
、
以
前
に
建
築
業
界
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
る
４
０
０
０
m

を
超
え
る
ビ
ル
に
導
入
さ
れ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
研
究
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
ま
で
の
高
さ
に
な
る
と
現

状
の
ケ
ー
ブ
ル
で
吊
る
の
は
難
し

く
、
軽
量
で
強
度
の
あ
る
ケ
ー
ブ

ル
を
用
意
す
る
か
、
ケ
ー
ブ
ル
が

不
要
な
自
走
式
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

写真左

アニリール・セルカン ANILIR Serkan

宇宙物理学者。1973年ドイツ生まれで国籍はトルコ共和国。東京大学
大学院工学系研究科建築学専攻助教、ローマ大学・ナポリ大学・モントリ
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宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
実
現
し
た
ら
、

世
界
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

宇
宙
飛
行
士
候
補
で
あ
る
ア
ニ
リ
ー
ル
氏
と

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
統
括
技
師
長
の
原
田
豊
に
よ
る
対
談
は
、

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
技
術
的
課
題
か
ら
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
将
来
像
ま
で
多
岐
に
及
ん
だ
。

対

談

企

画

人
々
に
夢
を
与
え
る
交
通
機
関

P
r
o
f
i
l
e

ア
ニ
リ
ー
ル
・
セ
ル
カ
ン 

宇
宙
物
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学
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原
田 

豊 

東
芝
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タ 
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締
役
上
席
常
務 

統
括
技
師
長
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c o l u m n

重力を克服して
天空で自由に行動する

反重力―重力の克服が
すべての始まりだった

　最初に宇宙エレベーターを構想したのは、
ロケットや宇宙飛行の父と呼ばれ、多くの
SF 作品も残したロシアのツィオルコフス
キーという科学者です。パリで見たエッフェ
ル塔に強い感銘を受けて、1895年に発表
した科学読み物『地球と空の夢』の中で、
赤道上から宇宙に向かって延びる塔の形で、
現在の宇宙エレベーターの原型を描いてい
ます。
　そもそもの発想は、「反重力」―いかに
重力を克服するかという課題から出てきた
と思います。『地球と空の夢』の中で、重力
に敵意を持つ人の意見という形を借り、地
球の欠点は重力である、重力がなければ旅
行も実に簡単に実行できる、としてロケッ
トによる宇宙飛行という、当時は誰も考え
なかった着想をぶつけているのです。
　たとえば、無重力だったら空間のどこに
でも家が建てられる。この発想を思想的に
いうなら、自由、解放、Free というものを
思い浮かべますが、ツィオルコフスキーは
無重力に―空間的な自由も精神的な Free
も、一緒に含めていました。
　ツィオルコフスキーは宇宙飛行や宇宙ス
テーションも発想していますが、すべては
重力の克服という非常にユニークなテーマ
から出てきたものです。
　無重力の旅行がいかに楽かということで、
月旅行や惑星間の旅行も彼が想定しました。
無重力でも旅行ができるということで、ロ
ケットはある意味で飛行機に先駆けて登場
した発想です。

生きたまま天に昇るという発想から
地球を拡張するという発想へ

　「ジャックと豆の木」のような、天まで届
く木がどこまでも高く伸びていくイメージ
は、生きたまま天まで辿れるルートをなん

とか見つけよう、という発想から来ている
と思います。東洋でも虹は天に昇る階段だ
と考えられていました。
　ツィオルコフスキーの時代にあった反重
力の発想と「ジャックと豆の木」的なイメー
ジとの最大の違いは、そこにテクノロジー
が加担しているかどうかです。
　ただ上に行くだけであれば、いろんな方
法があるのです。鳥と一緒に飛ぶとか、風
船で上がるとか。空に見える星々という、
目に見える別世界には、きっとたどり着け
るに違いないという確信が、古代人にもあ
りました。現在新幹線で九州まで行けると
いうこと以上に、昔の人びとは星への到達
に自信を持っていたと思います。なにしろ、
見えるのですからね。
　現実に成功したかどうかは別にして、昔
の人にとって宇宙は、私たちが想像するよ
りもっと近い場所だったわけです。たぶん
大西洋を渡ってアメリカ大陸に到達するこ
とよりも、宇宙の方がずっと近くて、その
気になれば簡単に行けるという認識があっ
たと言われています。
　100 年前のツィオルコフスキーは、それ
が実現できない理由が重力にあったことを
知り、重力があって上に行けないという限
界をいかに克服し、地球の自由を拡張した
いがために、宇宙まで届くエレベーターを
発想したのです（談）。

荒俣 宏 ARAMATA Hiroshi

博物学者。1947年東京生まれ。慶応大学法学部卒。会社勤めの後、翻訳家として
独立。博物学、神秘学、風水、陰陽道などに精通し、関連する著作を多数執筆している。
著書に『大博物学時代』（工作舎）、『図像観光』（朝日新聞社）、『帝都物語』（角川書店）
などがある。

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
さ
ら
に
宇
宙
ま
で
延
ば
し
て

い
く
と
い
く
と
い
う
発
想
は
、
未

来
の
技
術
的
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

　

ま
じ
め
な
話
、
セ
ル
カ
ン
さ
ん

か
ら
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
お
話

を
伺
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
実

現
し
て
み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ア
ニ
リ
ー
ル　

な
る
ほ
ど
。
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す（
笑
）。

未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
課
題

ア
ニ
リ
ー
ル　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

こ
れ
か
ら
も
進
化
し
て
い
き
そ
う

で
す
。
未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

原
田　

ま
ず
は
環
境
を
考
え
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
上
げ
て
い
く
こ

と
。
も
う
ひ
と
つ
は
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
る
こ
と
。
最
近
で
は
７
０
０

ｍ
ク
ラ
ス
の
ビ
ル
も
建
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
要
望
に
応
え

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
絶
対
に
安
全
な
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
実
現
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ア
ニ
リ
ー
ル　

多
く
の
人
が
た
だ

の
箱
だ
と
考
え
て
い
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
中
に
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な

最
先
端
の
技
術
が
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
技
術
で

将
来
も
し
か
し
た
ら
宇
宙
に
も
行

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
夢
の
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
開

発
に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

『地球と空の夢』表紙

荒俣 宏
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「
東
海
の
松
島
」
篠
島
で
最
初
の
ホ
テ
ル

　

名
古
屋
か
ら
電
車
で
１
時
間
半
程
度
、
愛
知
県
知
多
半
島

の
先
端
に
あ
る
師
崎
港
か
ら
４
㎞
程
度
の
海
上
に
あ
る
周
囲

７
㎞
弱
の
篠
島
は
、
古
来
よ
り「
東
海
の
松
島
」
と
呼
ば
れ
て
、

そ
の
美
し
さ
を
た
た
え
ら
れ
て
き
た
。

　

海
水
浴
場
と
し
て
最
適
の
天
然
の
白
い
砂
浜
か
ら
見
る
海

は
絶
景
で
、
い
つ
ま
で
も
見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
砂
浜
を
望
む
場
所
に
建
つ
、
島
で
最
初
の
ホ
テ
ル
が

篠
島
観
光
ホ
テ
ル
大
角
で
あ
る
。
４
階
建
て
の
ビ
ル
と
、
そ

の
横
の
高
台
に
建
設
さ
れ
た
５
〜
７
階
部
分
か
ら
な
る
施
設

で
、
収
容
人
員
は
一
般
１
６
０
名
、
和
室
25
室
、
洋
室
15
室

を
備
え
て
い
る
。

篠
島
観
光
ホ
テ
ル
大
角

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

OWNER

MAKER

愛
知
県
知
多
半
島
の
先
端
に
あ
る
篠
島
は
タ
イ
、
フ
グ
な
ど
の
海
産
物
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
島
だ
。
こ
の
島
の
観
光
化

に
向
け
い
ち
早
く
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
で
篠
島
フ
ァ
ン
を
作
り
上
げ
て
き
た
功
労
者
が
篠
島
観

光
ホ
テ
ル
大
角 

代
表
取
締
役
の
新
美
義
之
氏
だ
。
新
美
氏
は
、
顧
客
満
足
の
た
め
に
島
で
最
初
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

導
入
し
た
が
、
さ
ら
な
る
快
適
性
と
安
全
性
の
た
め
に
昨
年
６
月
に
思
い
切
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
し
た
。

11
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同
ホ
テ
ル
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
新
美
義
之
氏
は
、
島
の

リ
ー
ダ
ー
格
で
、
今
年
で
84
歳
。
若
い
頃
は
船
長
や
網
元
と

し
て
漁
業
で
生
き
て
い
た
が
、
戦
後
、
旅
館
業
に
転
じ
た
。

64
年
に
は
島
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
知
多
半
島
で
も
い
ち
早

く
４
階
建
て
の
鉄
筋
ビ
ル
の
ホ
テ
ル
を
建
設
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
〜
７
階
部
分
も
増
築
。
平
日
は
高
齢
の
お
客

さ
ま
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
新

美
氏
は
81
年
、
島
で
最
初
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
業
は
お
客
さ
ま
の
要
望
に
こ
た
え
、
喜
ん
で
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
今
で
こ
そ
篠
島
は
観
光
地
と
し
て

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
時
は
漁
業
の
島
で
、
ホ

テ
ル
な
ど
他
に
な
く
、
集
客
の
た
め
に
名
古
屋
、
東
京
、
大
阪
、

京
都
ま
で
出
か
け
、
旅
行
会
社
や
鉄
道
会
社
と
掛
け
合
っ
た

も
ん
で
す
。
島
に
せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ま
に
満
足

し
て
も
ら
い
た
い
と
一
所
懸
命
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
５
〜
７
階
部
分
が
建
つ
下
は
厚
い
岩
盤
で
、
ロ

ー
プ
式
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
深
い

穴
が
掘
れ
な
か
っ
た
。
観
光
地
の
た
め
、
建
物
に
つ
い
て
も

13
ｍ
と
い
う
高
さ
制
限
も
あ
り
、
屋
上
に
機
械
室
を
作
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
屋
上
機
械
室
も
深
い
穴
も
不
要

な
油
圧
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　

当
時
、
篠
島
に
は
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
よ
う
な
道
路
も
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
機
材
類
を
リ
ヤ
カ
ー
で
高
台
ま
で
引
っ

張
り
上
げ
る
と
い
う
苦
労
を
し
な
が
ら
工
事
し
た
と
い
う
。

お
座
敷
ゆ
で
だ
こ
を
生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン

　

篠
島
の
位
置
す
る
伊
勢
湾
口
は
絶
好
の
漁
場
と
な
っ
て
お

り
、
タ
イ
、
フ
グ
、
タ
コ
、
シ
ラ
ス
、
ハ
モ
な
ど
の
豊
富
な

海
産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
る
。
特
に
ト
ラ
フ
グ
は
下
関
と
並
ぶ

産
地
で
あ
り
、
そ
の
味
は
折
り
紙
付
き
だ
。

　

新
美
氏
は
こ
れ
ら
の
海
の
幸
を
活
か
し
て
、
タ
イ
や
タ
コ

の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
フ
グ
料
理
、
ハ
モ
料
理
な
ど
メ
ニ
ュ
ー

新
美 

義
之
氏

篠
島
観
光
ホ
テ
ル
大
角

代
表
取
締
役

エレベーター・7階のりば
建物は海に面した高台に建てられており、
すべての客室、そしてエレベーターホール
からも、海と砂浜が一望できる。
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篠島観光ホテル大角　（おおすみ）
800mもある美しい砂浜を見渡す場所に建つ同ホテルは、夏は海水浴客で賑
わい、日本有数の漁場であることから釣り客も多い。一般客は160名、団体
は180名収容。７階には120畳の大宴会場がある。露天風呂、サウナもあり、
眺望と料理が自慢。

■住所：愛知県知多郡南知多町大字篠島字堂山101
■TEL：0569-67-2039

を
工
夫
し
て
き
た
。
ア
イ
デ
ア
マ
ン
だ
け
に
、
団
体
客
向
け

に
お
座
敷
で
生
だ
こ
を
ゆ
で
あ
げ
る
仕
掛
け
な
ど
も
作
っ
た
。

　

顧
客
第
一
主
義
の
新
美
氏
に
と
っ
て
気
が
か
り
だ
っ
た
の

は
油
圧
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
。
導
入
か
ら
27
年
経
ち
、
経
年

劣
化
に
よ
る
段
差
や
乗
り
心
地
も
気
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
機
械
室
不
要

で
、
シ
ャ
フ
ト
内
に
巻
上
機
を
収
納
す
る
最
新
式
の
マ
シ
ン

ル
ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
決
断
し
た
。「
万
が
一
、
故
障
し
た
り
、
お
客
さ
ま

の
閉
じ
込
め
な
ど
が
起
き
た
ら
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
ね
」

　

08
年
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
。
停
電
時
自
動
着
床

装
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
初
期
微
動
を
感
知
す
る
Ｐ
波
の

地
震
時
管
制
運
転
機
能
も
導
入
し
、
安
全
性
は
グ
ン
と
増
し

た
。

　
「
乗
り
心
地
も
い
い
し
、
静
か
だ
し
、
お
客
さ
ま
も
喜
ん
で

い
ま
す
よ
」
と
に
こ
や
か
に
新
美
氏
。
島
で
最
初
の
ホ
テ
ル

大
角
の
顧
客
第
一
主
義
は
何
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

離島における建物内のエレベーターでは、万

が一閉じ込めが発生したとき、メーカーなど

がすぐに駆けつけることが難しく、復旧に長時間を

要する危険性が高くなります。

　特にホテルでは安全が重視されますから、今回、

リニューアルで停電時自動着床機能が装備されたこ

とは、大変意義があると思います。

　また、篠島を訪れるお年寄りの観光客も多いよう

ですから、なおのこと安全の確保は重要でしょう。

リニューアル後の操作盤などのボタンデザインも見

やすくて、高齢者にはふさわしいのではないでしょ

うか。

　篠島はとても景観の美しい島で、特にホテル大角

の前に広がる浜辺の白砂と海の青さは絶景です。

　こうした景勝地においては、エレベーターも乗り

心地と安全性だけではなく、もっと存在を演出して

見せる方法もあります。普段、エレベーターは見え

ないところに隠れた存在ですが、それを敢えて表に

出し、デザインとして観光客に見せるわけです。

　よく、大型ホテルや商業施設などで、ロビーから

エレベーターシャフトを見える位置に設置して、デ

ザイン性の高いかごを用いているケースがあります。

これもエレベーターをひとつのランドマークとして

活用しているわけです。

　同様に、篠島のような観光地では、わざと外側から

見える位置にエレベーターシャフトを設置し、デザ

インを施して、目立つようにすることで、ホテルの

アピールポイントにすることも可能です。斜面に建

つ建物では、エレベーターシャフトを中心として、そ

こから各建物に渡り廊下を通すという建築デザイン

もあります。エレベーターを単なる移動の手段とし

て考えず、他の要素を盛り込むと、使う人がウキウキ

するような心に響く存在になるでしょう（談）。

P O I N T

ホテルのシンボルとしての
エレベーターの活用を考える

篠﨑隊長の
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植
手 

正
勝

中
部
支
社　

営
業
第
二
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
担
当

課
長
代
理

井
上
貴
義

中
部
支
社　

建
設
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

技
術
グ
ル
ー
プ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
は
、

新
し
い
機
材
の
搬
入
や
廃
材

の
搬
出
が
必
要
だ
。
篠
島

は
知
多
半
島
か
ら
わ
ず
か

４
㎞
先
と
は
い
え
、
船
で

運
搬
す
る
手
間
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
苦
労
が
あ
っ
た
。

島
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
当
初
は
不
安

　

２
０
０
８
年
１
月
、
篠
島
観
光
ホ
テ
ル
大
角
か

ら
１
本
の
電
話
が
あ
っ
た
。

　
「
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
万
が
一
に
も
故

障
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
油
圧
式
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
乗
り
心
地
が
フ
ワ
フ
ワ
す
る
の
で
、
ロ
ー

プ
式
に
入
れ
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う

お
問
い
合
わ
せ
で
し
た
」
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株

式
会
社
中
部
支
社
営
業
第
二
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営

業
担
当
の
植
手
正
勝
課
長
代
理
は
語
る
。

　

さ
っ
そ
く
ホ
テ
ル
を
訪
ね
、
シ
ャ
フ
ト
内
に
制

御
盤
も
巻
上
機
も
収
納
す
る
タ
イ
プ
の
マ
シ
ン
ル

ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
開
発
さ
れ
た
の
で
、

機
械
室
も
要
ら
な
い
と
い
う
話
を
す
る
と
新
美
氏

は
そ
の
場
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
し
た
。

　

油
圧
式
は
、
夏
場
に
使
い
す
ぎ
る
と
、
オ
イ
ル

の
温
度
が
上
昇
し
て
制
御
が
不
安
定
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
か
き
入
れ
時
の
夏
場
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
は
、
宿
泊
客
に
迷
惑
が

か
か
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
式
よ
り
消
費

電
力
が
多
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
時
期
は
、
顧
客
の
最
も

少
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
夏
休
み

前
と
決
ま
っ
た
。
社
内
に
こ
の
話
が
伝
わ
る
と
、

81
年
当
時
に
油
圧
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た

工
事
担
当
者
か
ら「
機
材
搬
入
は
大
丈
夫
か
？
以

前
の
工
事
の
際
は
、
道
も
狭
く
、
リ
ヤ
カ
ー
で
運

ん
だ
が
…
…
」
と
心
配
す
る
声
が
届
い
た
。

　

81
年
頃
は
海
水
浴
場
の
あ
る
ホ
テ
ル
側
ま
で
自

動
車
道
路
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
資
材

の
運
搬
に
苦
労
し
た
が
、
現
在
は
島
の
周
囲
に
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
島
ま
で
は

船
で
機
材
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
植

手
は
20
数
年
前
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
て
い

た
頃
、
新
美
氏
に
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
夜
、
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
新
美
氏
か
ら
電

話
が
あ
り
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
た
か
ら
す
ぐ

来
て
く
れ
と
い
う
ん
で
す
。
海
上
タ
ク
シ
ー
を
手

配
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
そ
の
足
で
篠
島
に
渡

り
、
直
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」（
植
手
）

　

そ
れ
だ
け
に
島
の
状
況
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
。

だ
が
、
工
事
担
当
で
あ
る
建
設
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
技
術
グ
ル
ー
プ
の
井
上
貴
義
は
不
安
だ
っ
た
。

　
「
島
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
経
験
が
な
か

っ
た
の
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
い
い
か
不
安

で
し
た
。
そ
こ
で
、（
知
多
半
島
突
端
の
）
師も
ろ
ざ
き崎
に

あ
る
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
会
社
に
行
き
、
資
材
運
搬
用

に
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
方
が
い
い
か
、
定
期
便

で
行
け
る
か
相
談
し
ま
し
た
」（
井
上
）

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
機
材
を
運
ぶ

　

結
局
、
定
期
便
が
使
え
る
こ
と
に
な
り
、
６
t

ト
ラ
ッ
ク
に
機
材
を
積
ん
で
、
そ
の
ま
ま
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
で
篠
島
に
渡
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
三
方
枠
を
残
す
準

撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
あ
っ
た
が
、
油
圧
式
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
、
工
事
に
通
常

１
カ
月
が
か
か
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
し
て
も
夏

の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
す
る
前
に
は
完
了
さ
せ
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　
「
綿
密
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
し
て
も
天
候
が

悪
化
し
て
、
船
が
欠
航
し
た
ら
機
材
を
運
べ
な
い

し
、
逆
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
工
事
期
間
中
、
気
を
揉
み
ま
し
た
が
、
幸

い
何
事
も
な
く
無
事
に
完
了
し
ま
し
た
」（
井
上
）

　

工
事
を
す
る
ホ
テ
ル
の
５
〜
７
階
部
分
は
高
台

に
建
っ
て
い
る
の
で
、
登
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
ト
ラ

ッ
ク
を
入
れ
、
階
段
下
に
ク
レ
ー
ン
を
設
置
、
そ

こ
か
ら
ホ
テ
ル
の
玄
関
先
ま
で
機
材
を
運
ん
だ
。

　

新
美
氏
以
下
、
ホ
テ
ル
側
も
全
面
的
に
協
力
し
、

玄
関
脇
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
前
を
資
材
置
き

場
と
し
て
認
め
て
く
れ
、
常
駐
す
る
工
事
ス
タ
ッ

フ
の
た
め
に
食
事
付
き
で
部
屋
を
無
償
提
供
し
て

く
れ
た
。
宿
泊
客
に
配
慮
し
て
、
夕
方
か
ら
翌
朝

ま
で
は
音
の
出
る
工
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
予
定
よ
り
早
く
３
週
間
で
工
事
が
完
了
。

08
年
６
月
か
ら
稼
働
し
た
。

　
「
新
美
代
表
取
締
役
か
ら『
よ
く
や
っ
て
も
ら
っ

た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
井
上
）

　

植
手
は「
離
島
で
は
停
電
が
年
に
１
、２
回
ほ
ど

あ
る
が
、
停
電
時
自
動
着
床
機
能
が
あ
る
の
で
閉

じ
込
め
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

　

新
美
氏
も
ホ
ッ
と
一
安
心
だ
ろ
う
。　
　
　

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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連載●安全・安心を科学する
海外旅行のための安全・安心

安全に海外旅行をするための情報収集
最近は格安ツアーもたくさんあって、休みが取れるとちょっと外国へという人たちも多い。

だが楽しいはずの旅行にも、外国ともなれば思わぬトラブルが待ち受けていないとも限らない。
そんなときに備えて、出かける前にどんなことを知っておくとよいだろうか。

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
し
た

世
界
の
中
で

　

ひ
と
昔
前
と
比
べ
る
と
、
地
球

は
一
気
に
狭
く
な
っ
た
。
か
つ
て

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
い
う
英
文
学
者

が
１
９
６
２
年
に
発
表
し
た
『
グ

ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
と
い

う
本
の
な
か
で
、
や
が
て
メ
デ
ィ

ア
が
発
達
し
、
国
や
地
域
を
飛
び

越
え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
と

予
測
し
た
。

　

マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
こ
の
予
測
は

見
事
に
的
中
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
で
き
る
環
境
さ
え
あ
れ

ば
、
世
界
中
の
様
々
な
情
報
が
瞬

時
に
し
て
手
に
入
れ
ら
れ
る
世
の

中
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
球
が

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
た
の
は
、
情

報
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
金
融
恐

慌
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中

を
覆
い
尽
く
し
、
百
年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。

　

交
通
手
段
も
ま
た
し
か
り
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
で
ビ
ジ
ネ
ス
・

観
光
の
別
な
く
、
生
身
の
人
間
も

簡
単
に
世
界
中
ど
こ
に
で
も
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
便
利
こ
の

上
な
い
が
、
ひ
と
た
び
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
が
メ
キ
シ
コ

で
確
認
さ
れ
る
や
、
世
界
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
進
歩
と
危
機
は

い
つ
も
背
中
合
わ
せ
だ
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
疑
心
暗
鬼
と

な
っ
て
、
必
要
以
上
に
警
戒
す
る

の
も
考
え
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
海
外
に
出
る
人
に
は
、

ぜ
ひ
見
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
の

が
外
務
省
が
運
営
し
て
い
る
「
海

外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
だ
。
こ

の
W
e
b
サ
イ
ト
は
、
外
務
省
が
、

海
外
に
渡
航
・
滞
在
す
る
人
た
ち

が
安
全
に
す
ご
す
た
め
に
、
在
外

公
館
な
ど
を
通
じ
て
収
集
し
た
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　
「
ア
ク
セ
ス
数
を
見
る
と
、
そ
の

時
々
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
危
険
が

伝
え
ら
れ
る
国
の
ス
ポ
ッ
ト
情
報

や
危
険
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
日

本
人
旅
行
者
が
遭
遇
し
や
す
い
事

件
・
事
故
の
傾
向
と
対
策
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
『
海
外
邦
人

事
件
簿
』
は
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ひ
と
つ
で
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
外
務
省
海
外
邦
人
安

全
課
は
説
明
す
る
。

海
外
に
出
か
け
る
そ
の
前
に

　

ま
ず
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
見
て
ほ

し
い
。
こ
こ
の
「
地
図
」
か
、
も

し
く
は
「
国
・
地
域
名
」
か
ら
自

分
の
渡
航
す
る
予
定
の
場
所
を
ク

リ
ッ
ク
、
地
域
を
選
ん
だ
場
合
は

次
に
国
名
一
覧
か
ら
国
を
選
択
す

る
。
さ
ら
に
各
国
の
「
ス
ポ
ッ
ト

情
報
・
危
険
情
報
」「
安
全
対
策
基

礎
デ
ー
タ
」「
テ
ロ
概
要
」「
在
外

公
館
ア
ド
レ
ス
」
の
メ
ニ
ュ
ー
バ

ー
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
こ

か
ら
も
選
ぶ
。

　

ま
ず
見
て
ほ
し
い
の
は
「
ス
ポ

ッ
ト
情
報
・
危
険
情
報
」、
な
か
で

も
「
危
険
情
報
」
に
は
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
国
が
現
在

置
か
れ
て
い
る
安
全
対
策
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
」「
渡
航
の
是
非
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
」「
渡
航
の
延
期
を

お
勧
め
し
ま
す
」「
退
避
を
勧
告
し

ま
す
。
渡
航
は
延
期
し
て
く
だ
さ

い
」
の
４
つ
。
自
分
の
渡
航
先
が

こ
の
ど
こ
か
に
入
っ
て
い
な
い
か

を
必
ず
こ
こ
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

「
ス
ポ
ッ
ト
情
報
」
も
、
そ
の
と
き

ど
き
に
当
該
国
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
重

要
な
情
報
で
あ
る
。
国
に
よ
っ
て

は
状
況
の
変
化
が
か
な
り
激
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
注
意
を
怠

ら
な
い
で
ほ
し
い
。

　

次
に「
安
全
対
策
基
礎
デ
ー
タ
」、

こ
こ
に
は
「
犯
罪
発
生
状
況
、
防
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犯
対
策
」
に
加
え
て
「
査
証
、
出

入
国
審
査
等
」「
滞
在
時
の
留
意
事

項
」「
風
俗
、
習
慣
、健
康
等
」「
緊
急

時
の
連
絡
先
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
イ
タ
リ
ア
」
の
「
犯

罪
発
生
状
況
、
防
犯
対
策
」
を
見

て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
①
犯
罪

発
生
状
況
、
②
日
本
人
の
被
害
事

例
等
、
③
都
市
別
犯
罪
事
例
、
④

旅
券
盗
難
被
害
の
多
発
、
⑤
防
犯

対
策
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し

く
具
体
的
に
書
か
れ
て
お
り
、
イ

タ
リ
ア
に
出
か
け
る
な
ら
一
度
は

読
ん
で
お
く
と
参
考
に
な
る
。

　

頻
発
す
る
テ
ロ
問
題
も
心
配
の

種
だ
。「
テ
ロ
概
要
」
は
国
の
置
か

れ
た
状
況
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な

る
の
で
、
治
安
の
悪
い
国
に
行
く

場
合
は
目
を
通
し
て
お
い
た
ほ
う

が
よ
い
。
さ
ら
に
「
在
外
公
館
ア

ド
レ
ス
」
が
あ
る
場
合
は
、
見
て

お
い
て
損
は
な
い
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、「
鳥
・
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
情
報
」
は

随
時
公
開
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の

一
部
を
コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
て
お

い
た
「
海
外
安
全
お
役
立
ち
情
報
」

や
「
海
外
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
」な
ど
な
ど
、貴
重

な
情
報
が
満
載
の
W
e
b
サ
イ
ト

だ
。

　

日
本
に
い
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
身

の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い

だ
ろ
う
が
、
全
く
文
化
の
異
な
る

外
国
に
出
か
け
る
と
な
れ
ば
、
得

る
も
の
も
大
き
い
反
面
、
危
険
度

も
ず
っ
と
高
く
な
る
。
最
後
に
自

分
を
守
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
、
こ
の
「
海

外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
役
立

て
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
は
、
よ
い

旅
を
。

図　外務省 海外安全ホームページ

海外でトラブルに遭遇したときの
ために、やはり安全マニュアルは
携えていきたい。

　困ったときは携帯やノートパソ
コンで、「海外安全ホームページ」
にアクセスすればよい。しかし、
海外では無理という人も多いに違
いない。そこで、ここでは海外に
行く際に携行したいパンフレット
を紹介しよう。これは、同じく外
務省が設けている海外安全相談セ
ンター（東京・霞ヶ関ほか、東京電話
03-3580-3311）に行けば、無料で
もらうことができるし、頼めば郵
送もしてくれる。またホームペー
ジ内の「海外安全お役立ち情報」か
ら同じものをダウンロードして出
力することも可能だ。パンフレッ
トは一般渡航者向けのものが４種
類、ビジネスマン向けには６種類
が用意されている（2009年6月現在）。
　なかでもおススメは「海外安全
虎の巻」だ。内容は①「海外安全
のための基礎知識」、②「旅行前に
しておくこと」、③「ケーススタディ
集～旅先のトラブル事例と対策～」、
④「危険と隣り合わせの〈自然体
験旅行〉」、⑤「安全なドライブを
楽しむために」、⑥「大切な健康管
理」、⑦「もしものトラブルにあっ
たら」、⑧「緊急事態対策～自分の
生命を守るために～」の８項目に
付録もついて、これはもうパンフ
レットというより、全115ページの
しっかりしたマニュアル本である。

http: //www.anzen.mofa.go.jp/

http: //www.anzen.mofa.go.jp/i/

PC版

モバイル版

海外で
安全に過ごす
ための資料

http://www.anzen.mofa.go.jp/
pamph/pamph_01.html

海外安全　虎の巻

　2009　Vol.19

どちらかをクリック

地域および地図から
目的のエリアを選択

選択したエリアに関する情報が見られる。
まずは危険情報に注目。



環
境
と
自
動
車
の
未
来

　

ア
メ
リ
カ
の
金
融
危
機
を
発
端
と
し
た
世
界
的
な
不
況
の
波

は
、
ア
メ
リ
カ
三
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
う
ち
2
社
ま
で
を

瞬
く
間
に
倒
産
へ
と
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
抱
え
て

い
る
問
題
は
、
不
況
を
乗
り
切
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
環
境

問
題
と
い
う
、
ど
う
し
て
も
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

大
き
な
課
題
が
控
え
て
い
る
。

　

実
は
欧
米
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
力
を
入
れ
て
い
た
の
が
、

水
素
自
動
車
の
開
発
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
水
素
自
動
車
が
走
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
世
界
的
大
不
況
で
開
発
は
頓
挫
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
点
、
従
来
の
技
術
も
使
う
こ
と
で
普
及

し
て
き
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は
、
エ
コ
カ
ー
と
し
て
急
速

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
の
両
方
が
補
い

合
う
こ
の
方
式
で
は
、
水
素
自
動
車
の
よ
う
に
C02
排
出
ゼ
ロ
と

は
い
か
な
い
が
、
従
来
の
車
よ
り
は
ず
っ
と
環
境
に
優
し
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、
電
気
自
動
車
だ
。
電
気
自
動
車
は
日
本
で
も
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
一
度
登
場
し
た
こ
と
が
あ
る
。
音
が
非
常

に
静
か
だ
と
い
う
特
長
が
あ
る
た
め
朝
の
牛
乳
配
達
な
ど
特

殊
な
用
途
に
は
便
利
と
さ
れ
た
が
、
結
局
、
普
及
し
な
い
ま
ま

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
電
気
自
動
車
の
問
題
は
、
一
度
の
充

電
で
長
い
距
離
を
走
れ
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

現
在
ど
の
方
式
も
完
璧
で
は
な
く
一
長
一
短
と
い
う
状
況
だ

が
、
前
述
以
外
の
可
能
性
も
含
め
て
、
は
た
し
て
ど
の
方
式
が

自
動
車
の
未
来
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ガ
ソ
リ
ン
車
を
上
回
る
性
能
を
出
せ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
は
、
エ
コ
カ
ー
と
し
て
環
境
性
能
の
向
上
を
追
求
す
る

以
外
に
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
だ（
談
）。

環境・エネルギー分野は、現在最も技術革新が求められている分野の一つである。
それらの集大成ともいえる自動車の動力はどうなっているのだろうか。
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